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大学名：成蹊大学 

 

ASPUnivNet の 

4 つの機能 

評価項目 事例記述 

学校のユネスコスクール

加盟を支援します。 

１．ユネスコスクール加盟を希望する地域の

学校から相談があったときにそれに応じるこ

とができた。 

 

 

 

 

２．ユネスコスクール・チャレンジ期間実施校

に対する相談に応じることができた。 

8 校のチャレンジ期間実施校について、訪問、メール、Zoom ミーティングにより支援を行うこ

とができた。 

 

 

３．地域の加盟済のユネスコスクールに向け

て ESD/SDGs をリードする学校としての

「質の向上」にかかわる支援を行うことがで

きた。 

 

 

 

 

大学の持つ知的財産をユ

ネスコスクールの活動に

提供します。 

１．大学の資源を活用して、地域のユネスコス

クールに向けた支援（資料提供やコーディネ

ート、出前授業やワークショップなど）を行う

ことができた。 

ユネスコスクールの児童・生徒の他、地域住民などを対象に、講演会、ワークショップ等を実施

した。 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2022/12794.html 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2022/13405.html 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2022/13536.html 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2023/14243.html 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2023/14118.html 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2023/14489.html 

２．研修会やワークショップを地域のユネス

コスクールと協働して開催することができ

た。 

ユネスコスクールに認定されている成蹊小学校、中学・高校と連携し、web 上で ESD 成蹊フォ

ーラムを開催し、ESD 活動の実践報告等を行った。 

 

 

３．大学の資源を活用して、地域のユネスコス

クールと協働で教材やモデルプロジェクトを

開発することができた。 

 

 

 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2022/12794.html
https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2022/13405.html
https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2022/13536.html
https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2023/14243.html
https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2023/14118.html
https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/news_topics/2023/14489.html
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地域の教育機関とユネス

コスクールとの連携を促

進します。 

１．地域のステークホルダーにユネスコスク

ールの存在や意義について広く知らせること

ができた。 

ホームページにて、ユネスコスクールの存在や意義について紹介している。 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/esd_seikei.html 

成蹊大学サステナビリティ教育研究センター所員が委員として参加する武蔵野市環境啓発施設運

営会議において、その存在や意義について紹介した。 

２．ユネスコスクールと地域の多様なステー

クホルダーとを結びつけることができた。 

 

 

 

 

３．ユネスコスクールに関連した地域教育委

員会との連携や地域における大学間の連携を

促進することができた。 

ASPUnivNet 関東ブロックに加盟する大学（成蹊大学、玉川大学、創価大学、東海大学）間での

連携を促進している。また、武蔵野市教育委員会との共催で、小学生対象の講座「地球温暖化と

わたしたちの未来」を実施した。 

 

国内外のユネスコスクー

ルとのネットワークづく

りを支援します。 

１．地域をこえた国内外の多様なステークホ

ルダーにユネスコスクールの存在や意義につ

いて知らせることができた 

第 3 回関東ブロック大会を共催し、関東地域におけるユネスコスクールの活性化に貢献するとと

もに、地域外のステークホルダーにユネスコスクールの存在や意義ついてアピールすることがで

きた。 

 

２．地域をこえた国内外のユネスコスクール

と協働で活動することができた。 

 

 

 

 

３．ユネスコスクールがグローバルな活動す

ることについてそれを支援することができ

た。（例：ユネスコスクールの国境を越えた交

流、海外とのオンライン交流、海外のプロジェ

クトへの参加など） 

成蹊高校の生徒が、CGF「Japan Day 2022」Z 世代と登壇者によるパネルディスカッション

に登壇する機会を作ることができた。また、成蹊中学校の英国ユネスコスクール「Arts & Culture 

for Peace」事業参加を支援した。 

 

その他の活動 

 

１．大学内でユネスコスクールの存在や意義

について広く知らせることができた。 

ホームページにて、ユネスコスクールの存在や意義について紹介している。 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/esd_seikei.html 

教職課程の講義の中で、ユネスコスクールで何かできるか、受講生に考えてもらう活動をしてい

る。 

https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/esd_seikei.html
https://www.seikei.ac.jp/gakuen/esd/esd_seikei.html
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２．学部大学院の教育課程でユネスコスクー

ルにかかわる教育を行うことができた。 

地球規模の環境問題、人権問題などに関する講義をとおして、ユネスコスクールにかかわる教育

を実施した。副専攻制度のうちに、SDGs における「環境・地域」、「国際理解」、「人権・共生」

の３つの側面に関する科目やそれらの「実践」に関する科目をバランスよく学べるよう SDGs 副

専攻を設けている。 

https://www.seikei.ac.jp/university/brilliant2020/fukusenko.html#cont18 

３．調査研究活動でユネスコスクールに関連

した調査研究を行うことができた。 

 

 

 

 

４．自由記述 

 

 

 

https://www.seikei.ac.jp/university/brilliant2020/fukusenko.html#cont18

